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中学生体験学習 
平成２３年８月１８日（木）・１９日（金）の２日間、中学生体験学習を実施し、約１８０名の中学生のみなさんに

参加していただきました。また、８月１０日（水）には、中学１・２年生対象の体験会も実施し、約４０名の中学生の

みなさんに本校の実習内容を体験・見学していただきました。 

  
カッター体験 スキンダイビング見学 

  
平板測量体験 食品加工体験（鮭フレークづくり） 

  

ロープワーク 実習船「みずなぎ」体験乗船 

来年４月、皆様の御入学をお待ちしています。 

 

次ページには、８月１０日（水）に本校の代表生徒が発表したメッセージを掲載しています。 
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京都府立海洋高等学校 

中学生体験学習～先輩からのメッセージ～ 

黒川菜穂子さん（舞鶴市立青葉中学校出身）  
３年海洋科学科 黒川菜穂子です。よろしくお願いします。 

まず、海洋高校は京都府で唯一の水産系の専門高校です。海洋高校でも数学や英語などの普通教科はありますが、普通

科の高校では学ぶことが出来ない魚や船、水産物などの専門教科を学ぶことができます。 
本日、皆さんがこれから体験される実習は実習船「みずなぎ」の乗船、見学されたダイビング、養殖魚の飼育、水産食品の加

工など、一見、「楽しそう」と思えるものかもしれません。私たち海洋高校生も、１週間に何回かある実習はとても楽しみにしてい

ます。しかし、これらの実習は常に危険と隣り合わせの実習だということも忘れないでください。乱れた服装で実習に参加したり、

勝手な判断で行動したり、友達とふざけあったりしていると、大きなケガや命にかかわる事故につながりかねません。私たち海洋

高校生は実習中、担当の先生が言われたことをよく聞き、規律ある行動が求められています。 

実習中だけでなく、学校生活においても規律ある行動は求められています。海洋高校では挨拶や服装、先生方に対してや学

校に来られた方々への言葉遣いなどをしっかりしていかなくてはなりません。なぜ、海洋高校でこのようなことを行っているかとい

うと、挨拶や服装、言葉遣いは、社会に出ると誰も注意してくれないからです。私たち海洋高校生は、入学から卒業までの学校

生活を、社会に出て恥ずかしくない大人になるための「訓練」だと思っています。「今、その格好で就職試験の面接で勝てます

か」と、先生方から常に問いかけられ、ときには厳しい指導を受けることもあります。入学当初は中学校までの生活とのギャップに

戸惑うこともありましたが、卒業された先輩方から「社会ではそれが当たり前なのだ」と聞くと、自然と意識できるようになりました。 

また、海洋高校で学ぶことの最大の魅力は、専門的な資格を取得することができることだと思います。海技士や潜水士などの

国家資格も在学中に取得することができます。私も海洋高校に入学して、これまでに２級小型船舶操縦士など、７つの資格を

取得しました。本校の卒業生の中には２０個以上資格を取得した先輩もいるそうです。授業や実習の時間と通じて資格取得に

取り組むこともでき、多くの先生方が放課後や休日に行われる補習を行ってくれるので、みなさんのやる気次第で多くの資格を

取得することができると思います。私たち海洋高校生は、在学中に取得したこれらの資格を武器に、４年制国公立大学への進

学や大手企業への就職を勝ち取っています。 

最後に、私自身について話します。もともと私は調理師や栄養士といった職業に興味があったので、専門について学べる海洋

高校に入学し、食品経済コースから栄養士の資格が取れる短期大学への進学を考えていました。１年生の時の専門の授業や

実習を通じて、水産についてもっと学びたいと思うようになり、４年制大学への進学を意識し始めたので、海洋科学科へ進むこと

にしました。海洋科学科では様々な分野への進学を希望している生徒が集まっているので、実習船「みずなぎ」に乗船して底曳

網漁業実習や海洋観測実習をしたり、京都府の水産ブランド「丹後とり貝」の養殖をしたり、漁業士の方と意見交流をしたり、幅

広い分野の実習を行います。また、私たちが進学したいと考えている分野に合わせて、水産・海洋系の学部・学科を持つ４年制

大学や近隣の研究機関へ施設見学にも行くこともあります。海洋高校で学んだ専門性よりも幅広く、奥の深い研究内容に触れ

ることで、私は水産について詳しく学ぶことができる４年制大学に入りたいと思うようになりました。平日の放課後や夏休み、冬休

みにも行われる普通教科の補習や休日に行われる模擬試験などと部活動との両立は本当に大変ですが、多くの先生方に協力

してもらいながら、現在、水産学部のある国公立大学への進学を目指して頑張っています。 

興味を持って「やりたい」と思える仕事に就くために、興味のある分野で「もっと学びたい」と思える大学に合格するために、多く

の海洋高校生が努力しています。海洋高校では、努力すればするほど進路選択の幅が広がり、自分自身の可能性を広げること

ができます。努力すればそれに応えてくれる先生がいます。皆さんの中で海や魚、船や食品に興味を持っている人、本日の体

験実習を通じて興味を持った人は、ぜひ海洋高校に入学して、思う存分に学び、自分の可能性を広げてほしいと思います。 

以上で私の発表を終わります。ありがとうございました。 


